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公
有
林
野
統
一

K
現
れ
た
紹
封
主
義
的
経
済
政
策
の
特
質

第
七
十
五
桂

一

第
四
盤

回

公
有
林
野
統
一
に
現
れ
に

絶
劃
主
義
的
経
済
政
策
の
特
質

脅患

嶋

雪

嶺

は

し

古Z

きそ
」

本
小
稿
は
、
絶
劉
主
義
周
か
遂
行
す
る
経
済
政
策
の
特
質
主
、
明
治
四
三
年
か
ら
強
力
に
推
進
さ
れ
た
公
有
林
野
統
一
白
左
か
に
遁

及
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
て
あ
る
。

園
家
は
、
経
済
構
造
と
い
う
土
台
に
よ
っ
て
生
み
だ
吉
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
園
出
家
が
た
ん
に
己
の
土
台
を
反
映
す
る
に

一
度
誕
生
す
る
と
、
極
め
て
能
動
的
に
自
分
の
土
台
の
形
成
と
強
化
の

た
め
に
、
ま
た
、
新
し
い
閣
制
品
川
古
い
土
台
と
古
い
階
級
と
を
清
算
す
る
た
め
に
あ

b
ゆ
る
手
段
を
つ
く
す
も
の
て
あ
る
。
こ
の
園
家

と
経
済
構
遣
と
の
関
係
は
、
絶
謝
主
義
の
ば
あ
い
に
は
特
に
重
要
左
意
義
を
も
っ
。

す
ぎ
左
い
と
い
う
こ
と
士
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
遣
に
、

絶
叫
剖
主
義
は
、
封
建
祉
曾
て
資
本
主
義
的
諮
関
係
が
あ
る
程
度
後
展
し
、
封
建
権
力
が
封
建
的
危
機
K
封
障
し
て
、
新
し
い
経
済
関

面係
白に
課あ
題る
と程
す度
る 遇
。 障

しし
かた
し盟
、骨Ij

絶を
封と
主 b
義7;:
D り
貼れ

級ば
的 危
茎争
旅鈴 IJ: 

ii く

あな

J主
ゼと
え 己

卒ろ
封 vc
建出
的事
ノヱ J 

寄 b

完毛
主し
ててて

T室
封主
建義
叫の

託費
を世

め官

ぐ歳
τJ を

て嘗



封
立
す
る
寄
生
地
主
と
小
作
農
民
と
が
乙
の
枇
舎
の
基
本
的
な
階
級
関
係
に
な
っ

τ
い
る
。
絶
謝
主
義
圏
家

ω本
質
は
、
あ
く
ま
で
も

封
建
的
な
も
D
左
の
で
あ
る
。
乙
白
よ
う
な
絶
封
主
義
圏
の
遂
行
す
る
経
済
政
策
が
、
首
尾
一
貫
し
な
い
一
一
面
性
を
も
ち
は
し
な
い
か

と
い
う
己
と
が
橡
想
さ
れ
る
。

と
と
ろ
で
木
材
は
、
米
と
同
じ
く
、
そ
の
債
格
を
め
ぐ
っ
て
土
地
所
有
と
産
業
資
本
白
利
害
は
反
封
に
あ
b
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
b
に
、
入
曾
地
を
草
山
か
ら
用
材
林
あ
る
い
は
新
茨
林
に
嬰
え
る
こ
と
は
、
産
業
費
本
に
と
っ
て
は
無
保
件
に
茎
ま
し
い
己
と
て
あ

る
が
、
高
卒
小
作
料
の
収
奪
に
と
っ
て
は
、
特
に
商
品
経
済
の
農
村
へ
の
浸
透
が
不
十
分
な
段
陪
に
沿
い
て
は
、
苦
痛
に
感
じ

b
れ
る

も
白
て
あ
る
o

公
有
林
野
の
統
一
は
、
入
合
地
部
落
有
林
野
を
町
村
有
に
統
一
し
、
人
曾
稽
を
整
理
し

τ、
が
業
経
営
の
基
礎
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
よ
う
た
過
程
に
、
絶
謝
主
義
園
が
遂
行
す
る
経
済
政
策
白
特
質
を
追
及
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
四
三
年
と
い
え
ば
、
寄
生
地
主
的
主
地
所
有
制
の
確
立
の
時
期
で
あ
る
。
己
の
時
期
の
入
倉
林
野
に
た
い
す
る
政

策
が
、
公
有
林
野
統
一
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
絶
封
主
義
天
皇
制
の
入
曾
地
に
た
い
す
る
政
策
は
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
創
成
立
以

前
や
、
農
業
危
機
に
入
っ
て
以
后
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
具
っ
た
形
を
と
る
。
私
は
、
そ
れ
b
に
つ
い
て
は
別
稿
「
寄
生
地
主
制
の
成

「
公
有
林
野
官
行
遣
林
の
歴
史
的
性
格
に
づ
い
て
」
と
し
て
ま
と
め
て

w
る
の
で
引
績
い
て
裂
表
し
た
い
も

立
と
入
曾
地
」
治
よ
び
、

の
と
考
え
て
い
る
。

ま
づ
、
公
有
林
野
統
一
政
策
の
経
過
を
み
よ
う
。

公
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
絶
叫
割
主
義
的
経
情
政
策
の
特
質

第
七
十
五
春

= 

第
四
蹴

三五



品
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
紹
封
主
義
的
紐
神
政
策
目
特
質

第
七
十
五
番

三雪

国

第
四
混

~ ノ、

H
清
・
日
露
同
政
争
を
貫
く
過
程
ぞ
、
日
本
資
本
主
義
は
確
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
軍
事
的
た
性
格
は
、
特
に
念
速
に
木
材
。

需
要
を
増
大
し
た
。
こ
り
念
ピ
ァ
チ
て
増
大
す
る
木
材
白
需
要
に
印
時
価
し
て
林
業
生
産
力
を
念
速
に
強
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
危
h
y
、

我
園
の
林
業
政
策
は
「
明
治
二
一

0
年
代
以
後
白
林
利
関
裂
の
時
代
へ
の
縛
換
」
を
と
げ
る
と
と
に
な
っ
た
。

こ
の
「
林
利
関
奮
の
時
代
へ
の
惇
換
」
は
、
ま
ず
園
有
・
御
料
林
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
明
治
三
二
年
に
は
、
「
図
有
林
特
別
経
臨
時
事

業
」
の
創
設
・
「
御
料
林
施
業
案
編
成
準
則
」
の
制
定
と
友

P
、
モ
れ
ぞ
れ
企
業
的
経
営
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
。
次
に
私
有
林
野

に
た
い
し
て
は
、
明
治
凶

O
年
広
務
林
法
が
改
豆
さ
れ
、
プ
ロ
シ
ヤ
的
林
業
経
皆
を
モ
デ
ル
と
し
た
上
か

b
白
森
林
組
合
の
創
設
が
は

か
b
れ
た
。

H
露
敬
争
の
頃
か

b
ょ
う
h
T
〈
遺
林
熱
が
上
昇
し
は
じ
め
て
い
た
私
有
林
田
生
産
力
を
措
置
展
さ
せ
る
ζ

と
が
企
て
ら
れ
た

臼
て
あ
る
。
残
る
と
こ
ろ
は
公
有
林
野
て
あ
る
。
そ
乙
て
「
我
園
ノ
林
野
中
、
最
モ
荒
陵
/
赦
況
一
一
7

h

N

A

、
会
有
林
野
殊
ニ
町
村
及

部
落
有
/
林
野
ナ

Ui----
而
シ
テ
荒
鹿
ノ
特
目
一
基
シ
キ
ハ
部
落
有
林
野
ユ
シ
テ
之
ガ
経
皆
ノ
質
ヲ
奉
ト
ケ
ン
ニ
ハ
先
ヅ
、
之
ア
町
村
/

所
有
Z

移
ス
-
一
如
カ
が
」
(
明
治
凶
三
年
五
月
の
地
方
長
官
舎
議
て
な
さ
れ
た
農
商
務
相
の
指
示
)
と
公
有
林
野
統
一
政
策
が
ス
グ

I

ト
す
る
己
と
に
な
っ
た
。

公
有
林
野
統
一
政
策
は
、
モ
の
開
始
に
あ
た
っ

τ二
つ
の
ス
ロ

l
ガ
Y
を
か
か
げ
て

H
た
。
そ
の
-
ワ
は
い
う
ま
で
も
な
く
公
有
林

野
問
委

l
造
林
で
あ
る
。
モ
の
理
由
士
宮
時
の
山
林
局
長
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
林
野
を
部
落
別
に
持
っ
て
い
る
こ
と
は
基
礎
が
薄
弱
で
あ
る
。
部
落
で
は
到
底
林
野
白
合
理
的
経
営
は
出
来
な
い
。
何
と
し
て
も
統
一
さ
れ
る
村

に
於
て
合
理
的
に
鰹
瞥
す
る
の
外
に
活
は
な
い
。
部
落
有
林
野
の
耀
管
法
は
入
曾
又
は
共
同
使
用
で
あ
る
。
関
係
部
落
白
人
々
が
自
由
に
其
白
山
に
入

り
合
っ
て
自
由
に
樹
木
生
草
を
採
っ
て
居
る
。
此
の
経
営
方
法
で
は
誰
で
も
取
り
勝
で
あ
る
か
ら
、
山
は
荒
れ
る
一
方
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
到
底

森
林
経
営
は
出
来
な
い
。
薗
士
の
大
な
る
部
分
を
低
級
な
る
償
値
に
永
遠
に
保
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
此
の
ス
曾
を
停
止
L
て
一
村
の



会
有
に
師
せ
し
め
た
い
と
云
ふ
の
が
其
白
理
由
自
主
な
る
一
つ
で
あ
っ
旬
。
」

す
な
わ
ち
、
部
落
有
林
野
を
町
村
有
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
林
業
経
営
の
基
礎
を
固
め
、
入
舎
を
停
止
し
て
合
盟
的
な
林
業
主

経
皆
す
る
己
と
が
植
わ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
白
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
町
村
基
本
財
産
白
治
成
|
部
落
割
擦
心
打
破
ぞ
あ
る
。
日
清
・
日
露
白
一
隅
戦
争
を
経
亡
、
市
町
村
の

園
政
事
務
は
念
増
し
、
園
有
事
務
も
漸
次
損
充
古
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
い
市
町
村
白
財
政
は
著
し
H
膨
脹
を
槙
け
た
。
明
治
四
一
年
度

に
は
、
市
町
村
歳
出
額
は
、
市
町
村
制
買
施
蛍
初
と
く

b
べ
る
と
買
に
六
倍
以
上
に
も
上
っ
て
い
た
。
そ
し
亡
、
こ
の
歳
出
白
念
激
な

膨
践
に

Z
っ
て
も
た

b
さ
れ
る
市
町
村
財
政
白
窮
乏
を
解
決
す
る
こ
と
は
政
府
の
直
面
す
る
緊
念
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
を
解
決

す
る
方
法
と
し
て
部
落
有
財
産
の
町
村
へ
の
統
一
が
問
題
に
な

E
、
部
落
有
林
野
の
町
村
へ
白
統
一
一
か
窓
因
さ
れ
た
の
て
あ
る
。

市
町
村
制
に
も
明
一
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
町
村
の
第
一
次
財
源
は
財
産
収
入
で
あ
り
、
使
用
料
・
手
数
料
が
、
第
二
世
八
一
財
源
で
あ
る
。
し
か
る

に
、
市
町
村
の
所
有
す
る
財
産
は
概
め
て
僅
少
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
生
じ
る
使
用
料
そ
の
他
の
股
ス
も
少
額
に
温
ぎ
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
市
町
村
基

木
財
産
の
誼
成
を
極
力
鶴
奨
し
た
が
、
部
落
有
財
産
自
存
在
が
最
大
の
障
碍
に
な
っ
て
.
そ
の
浩
成
は
謹
ρ
と
し
て
濯
捗
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
，
部

落
有
財
産
を
市
町
村
に
統
一

L
、
こ
れ
か
b
生
じ
る
取
人
に
よ
っ
て
財
政
の
窮
乏
を
緩
和
寸
る
と
と
が
意
圏
さ
れ
た
。
回
二
年
四
月
の
登
録
続
の
改
止

で
「
従
来
、
市
町
村
ノ
コ
守
一
周
ス
ル
財
震
ヲ
無
償
名
義
戸
一
因
り
其
ノ
市
町
村
ユ
委
譲
ス
ル
ト
キ
円
、
積
率
非
常
特
別
視
ヲ
合
シ
タ
ル
モ
ノ
不
動
産

ノ
債
格
ノ
千
分
ノ
六
十
ノ
毛
ノ
ヲ
千
分
ノ
一
ニ
低
被
」
す
る
な
ど
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
。

部
落
有
財
産
の
存
績
は
、
車
に
市
町
村
基
本
財
産
の
謹
成
主
妨
げ
る
D
み
な

b
ず
、
同
一
町
村
内
に
お
け
る
住
民
の
部
落
的
割
擦
の

経
済
的
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。
部
落
有
財
産
白
統
一
は
、
こ
白
部
落
的
割
擦
を
打
破
し
、
市
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
形
式
的
に
成
立
し

た
新
市
町
村
に
、
質
質
的
た
内
容
を
備
え
し
め
る
上
か

b
も
、
最
も
必
要
注
乙
と
で
あ
ワ
た
。

品
有
林
野
統
一
v
h

現
れ
た
施
劃
主
義
的
経
障
政
策
の
特
質

第
七
十
五
砦

王

第
四
蹴

イ三



A
K

有
林
野
統
一
に
現
れ
た
組
制
主
義
的
経
済
政
策
の
特
質

第
七
十
五
巻

-
~ ノ、

第
四
鵠

i¥. 

遺
林

l
低
康
弘
叫
木
材
費
源
。
確
保
は
も
ち
ろ
ん
白
己
と
、
町
村
制
に
よ
っ
て
出
現
し
た
町
村
の
基
本
財
産
主
作
り
、
部
落
割
擦
を
打

破
す
る
こ
と
も
、
と
も
に
念
速
に
護
展
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
的
諮
闘
係
に
即
臆
す
る
も
の
ぞ
あ
る
。
こ
の
ご
っ
白
ス
ロ

l
ガ
Y
を
か

か
げ
た
公
有
林
野
統
一
政
策
が
、
日
露
戟
争
を
終
え
て
'
資
本
主
義
的
諸
闘
係
の
登
展
に
躍
起
に
な
っ

τ
い
た
営
時
D
政
府
に
よ
っ
て
無

償
無
保
件
白
統
一
と
い
う
徹
底
し
た
方
針
の
も
と
に
、
開
始
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
明
治
四
三
年
十
月
、
農

商
務
内
務
雨
次
官
よ
り
各
府
牒
に
登
せ
ら
れ
た
遁
牒
に
は
そ
D
意
策
ご
み
白
ほ
ど
が
十
分
に
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
白
遇
牒
の
保
文
白
一

つ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
従
来
部
落
有
林
野
ノ
管
理
首
ヲ
失
シ
其
甚
γ
キ
ニ
至

2
ア
ハ
翠
ケ
テ
之
ヲ
部
落
民
ノ
向
直
一
ニ
且
任
セ
ル
カ
矯
メ
棲
利
義
務
ノ
明
確
ヲ
候
グ
ニ
至
。
，

一
若
ハ
内
質
負
債
ノ
権
保
一
一
供
シ
其
他
寅
却
、
分
割
・
貸
渡
等
ノ
酒
田
約
ヲ
矯
シ
或
ハ

E
蛍
ノ
手
績
ヲ
総
ス
シ
一
ア
事
貴
庫
分
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
是
等
諸
種
色

事
情
鰻
綿
シ
部
落
有
林
野
ノ
全
部
ヲ
翠
ケ
一
ア
之
ヲ
市
町
村
有
一
一
提
供
ス
ル
ヨ
ト
能
?
?
ル
事
情
ノ
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
此
山
刷
用
ト
其
事
情
ヲ
精
査
シ
謹

戸
一
之
カ
匡
正
の
手
段
ヲ
謡
シ
此
際
市
参
事
舎
町
村
長
ノ
管
理
一
移
ジ
}
暦
之
カ
監
替
ヲ
接
一
一
ス
ル
コ

i
u
o

こ
こ
に
は
「
図
家
百
年
の
計
L

を
め
ざ
し
た
政
府
の
断
乎
た
る
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
「
林
利
開
裂
の
時
代
」
の
林
業

政
策
は
、
間
有
・
御
料
林
か

b
向
裂
し
、
私
有
林
野
沿
よ
ぴ
公
有
林
野
へ
と
、
ス
宝
図
の
林
野
区
く
ま
た
く
そ
り
針
策
を
打
出
し
た
が
、

ひ
と
し
く
「
林
利
開
穫
の
時
代
」
白
林
業
政
策
て
は
あ
っ
て
も
、
閤
有
・
御
料
林
治
主
び
私
有
林
と
公
有
林
野
と
で
は
、
モ
白
内
容
が

具
つ

τい
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
園
有
・
御
料
林
に
た
い
し
て
は
、
直
ち
に
林
利
開
後

l
木
材
搬
出
に
若
干
し
、
木

村
需
要
心
増
大
に
即
醸
し
在
が

b
、
合
理
的
な
林
業
経
佳
を
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
却
。
モ
れ
に
た
い
し
て
、
公
有
林
野
て

は
木
材
搬
出
は
問
題
に
た
ら
ず
、
林
利
開
設
迄
林
を
め
ざ
し
て
、
部
落
有
林
野
を
町
村
右
民
統
一
し
、
入
舎
楼
を
整
理
し
て
合
理
的

な
林
業
経
皆
D
基
礎
を
作
目
出
す
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
造
林
し
て
か
ら
、
林
木
を
伐
出
す
こ
と
が
ゼ
き
る
よ
う
に
た
る
ま
て
に
は
、



少
く
と
も
=
一

o
t
z
o年
の
年
月
主
必
要
と
す
る
q

し
た
が
っ

τ、
出
直
林
は
直
ち
に
木
材
需
要
の
増
大
に
醸
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

て
は
な
い
。
モ
れ
は
、

「
岡
家
百
年
の
計
」
に
基
い
て
は
じ
め
て
打
出
す
こ
と
の
で
き
る
「
林
利
開
墾
」
の
政
策
て
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
園
有
・
仰
料
林
治
よ
ぴ
私
有
林
野
が
念
ピ
ッ
チ
て
増
大
す
る
木
材
需
要
に
即
醸
ず
る
ζ

と
か
で
き
、
公
有
林
野
が
「
薗
家
百
年
の

計
」
に
基
い
た
造
林
主
め
ざ
吉
た
け
れ
ば
な
b
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
林
野
が
経
て
き
た
歴
史
が
然
ら
し
め
た
白
で
あ
る
。
明

治
に
た
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
政
策
は
、
こ
と
ご
と
く
入
舎
地
1
公
有
林
野
を
横
牲
に
す
る
も
?
の
で
あ
っ
た
。
幕
落
領
主
白
政
策
を
そ
の

ま
ま
受
櫨
い
疋
明
治
初
期
の
耕
下
・
開
墾
政
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

h
v
z
y
政
策
、
「
御
料
林
の
形
成
」
た
ど
、
い
づ
れ
も
入
合
地
を
収
奪
し
て
園
有
・
御
料
地
を
づ
く
り
、
寄
生
地
主
の
所
有
地
を
つ
く

る
も
の
て
あ
つ
が
。
林
利
開
浸
|
木
材
搬
出
と
い
う
、
園
有
・
御
料
林

b
zび
私
有
林
に
た
い
す
る
政
策
は
己
の
園
込
白
上
に
、
可
能

に
怠
っ
た
の
ゼ
あ
る
。
ま
た
、
優
良
た
林
地
お
よ
び
耕
地
を
圏
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
残
り
の
部
分
て
あ
る
が
ゆ
え
に
、
公
有
林
野
に
た

「
地
租
改
正
」
・
「
官
民
有
地
直
分
」
、
西
南
役
後
の
デ

7
v
l

い
し
て
は
、
草
山
に
造
林
す
る
と
H
う
政
策
し
か
と
る
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
三
年
十
月
の
雨
女
官
遁
牒
は
己
白
公
有
林
野
の
経
て
き
た
歴
史
を
無
腕
ず
る
も
の
で
あ
る
。
「
林
利
関
穫
の
時
代
へ
の
腸
換
」

が
な
さ
れ
る
ま
で
の
政
策
が
、
部
落
有
林
野
に
「
負
債
ノ
捲
保
ユ
供
、
γ
其
他
責
却
、
品
川
割
・
貸
輿
等
ノ
強
約
」
を
さ
れ
「
事
賓
慮
分
シ

グ
」
部
分
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
の
そ
あ
る
。
い
く
ら
「
個
人
有
索
ハ
共
有
/
名
義
一
-
シ
テ
其
寅
公
有
グ
ラ
サ
ル
へ
カ
フ
ザ
ル
モ
ノ
・
・

:E
ヲ
此
佳
放
置
ス
ル
ト
キ
ハ
逐
一
一
所
有
権
/
明
確
ヲ
飲
キ
延
ヒ
テ
ハ
公
有
林
野
整
理
上
障
碍
ノ
因
ヲ
矯
ス
ニ
依
リ
・

i
-一
迅
一
一
訂
正
ヲ
加

へ
名
質
相
稀
ハ
シ
ム
ル
ロ
ト
」
と
い
っ
て
も
、

一
旦
私
有
地
白
形
態
を
と
る
に
い
た
っ
た
も
白
は
、
と
℃
も
再
び
統
一
す
る
己
と
D
て

き
る
も
白
て
は
左
円
。
か
え
っ
て
、
遇
牒
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
「
統
一
ブ
名
ト
シ
テ
林
野
/
大
部
分
ヲ
部
落
民
ュ
分
割
又
ハ
頁
却
シ
テ
、

唯
共
一
部
ノ
ミ
ヲ
市
町
村
ニ
提
供
」
し
よ
う
と
す
る
動
き
の
方
が
強
い
ほ
ど
で
あ
る
。

品
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
紹
封
主
義
的
経
神
間
政
策
の
特
質

策
七
十
五
巻

4コ

第
四
器

デじ
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現
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こ
の
よ
う
に
無
償
無
保
件
統
一
の
方
針
て
は
統
一
の
前
進
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
、
近
か
っ
た
。
そ
こ
て
営
初
の
方
針
は
修
正
を
徐
儀

な
く
さ
れ
、
適
度
白
分
割
を
認
め
、
あ
る
い
は
地
上
椿
の
設
定
な
ど
を
認
め
る
こ
と
に
占
な
っ
た
。
ま
た
、
四
四
年
か

b
行
わ
れ
た
公
有
林

野
造
林
奨
励
規
則
、
大
豆
九
年
の
公
有
林
野
官
行
誼
林
訟
な
ど
に
よ
っ
て
、
統
一
日
開
町
村
有
林
野
に
の
み
恩
恵
を
奥
え
て
、
統
一
の
促
進

を
側
面
か

b
う
た
が
ナ
方
針
が
と
b
れ
る
己
と
に
恋
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
よ
う
平
く
、
昭
和
二
一
年
ー
ま
て
に
台
張
由
積
て
約
二

O

O
高
町
歩
を
統
一
す
る
己
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
て
傑
件
付
統
一
を
し
た
も
の
が
約
一
五

O
高
町
歩
と
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
。

ま
た
こ
の
過
桂
て
離
擢
し
た
も
の
は
四
O
寓
町
歩
に
上
つ

τい
あ
。
都
港
有
地
の
使
用
が
、
統
一
に
芳
手
ず
る
ま
て
に
す
で
に
事
質
上

分
割
さ
れ
、
個
人
目
費
用
て
植
栽
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
筒
所
ぞ
は
、
少
く
と
も
其
の
土
地
の
一
部
は
モ
の
植
林
者
の
所
有
に
移
さ
な

け
れ
ば
在
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
同
一
町
村
内
の
数
部
落
の
問
て
部
落
有
地
の
所
有
に
へ
だ
た
り
の
著
し
い
ぼ
あ
い
に
は
、
多
く
所
有
ナ

る
部
落
の
都
港
民
に
は
一
部
白
土
地
を
か
れ

b
の
個
人
有
あ
る
い
は
記
名
共
有
と
し
て
奥
え
一
ι

な
け
れ
ば
左
ら
左
か
っ
た
。
モ
し
て
、
保

件
付
統
一
を
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
名
儀
が
村
有
に
愛
っ
た
だ
け
で
、
賞
質
的
に
は
従
来
通
り
に
利
用
さ
れ
、
部
落
が
以
前
白
土
地
を
そ
の

ま
ま
管
理
し
.
入
品
開
、
火
入
、
焼
畑
白
慣
習
が
そ
の
ま
ま
持
続
さ
れ
て
い
る
な
ど
ま
っ
た
く
名
目
上
白
統
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
所
も
歩
く

な
同
o

公
有
林
野
統
一
政
策
が
ス
グ
l
ト
し

τ
か
b
、
統
一
主
積
極
的
に
行
わ
ぬ
己
と
に
な
る
昭
和
十
二
年
に
い
た
る
ま
で

ω
=一0
年

問
、
そ
の
間

κ、
公
有
林
野
心
統
一
は
、
世
同
初
の
方
針
と
は
非
常
に
異
っ
た
形
の
も
の
に
な
っ
て
打
切
b
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
清
・
日
露
雨
鞍
争
心
開
に
確
立
さ
れ
た
日
本
資
本
主
義
が
そ
心
裂
展
の
途
上
に
一
歩
ふ
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
そ
白
時
に
、
木
材

資
源
の
確
保
と
、
新
し
い
中
央
集
権
国
家
の
基
盤
を
な
す
町
村
の
基
本
財
産
主
確
立
す
る
己
と
と
を
め
ざ
し
て
ス
タ
ト
し
な
が

b
、

公
有
林
野
統
一
政
策
が
、

ζ

り
よ
う
に
龍
頭
蛇
尾
白
形
を
と
ら
な
け
れ
ば
友
b
た
か
っ
た
の
は
何
故
か
o

ま
た
こ
D
ょ
う
た
形
を
と
っ

て
ま
で
三

0
年
聞
に
わ
た
っ
て
総
出
帆
さ
れ
た
り
は
左
ぜ
か
。
乙
の
己
と
を
明
b
か
に
す
る
た
め
に
は
、
部
落
有
林
野

1
入
品
閏
地
が
ど
の



ょ
う
た
枇
曾
的

1
経
済
的
意
義
を
も
ち
、
公
有
林
野
統
一
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
利
害
が
樹
立
し
て
い
た
の
か
を
知

b
た
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

①@①①①  

島
田
錦
戚
『
森
林
組
合
前
』

奈
良
正
路
『
入
舎
構
諭
』
一
二
三
七
頁
よ

po

大
日
本
山
林
曾
綱
『
明
治
林
業
逸
史
』
続
編
三
五
六
頁
。

藤
田
武
夫
『
日
本
地
方
財
政
設
展
且
』
一
六
一
ー
!
一
六
二
買
参
照
。

固
有
・
押
料
梓
が
林
業
組
借
主
し
て
稜
展
し
た
温
程
は
、
栴
料
林

に
お
い
て
明
治
三

O
年
の
取
入
丸
O
高
国
、
制
謀
三
五
高
固
で
あ

づ
た
も
の
が
、
明
治
四
O
年
に
は
収
入
ニ
一
主
高
園
、
純
益
一

O

凡
高
固
へ
と
弛
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
b
れ
る
(
松
波
秀
賞

『
明
治
林
業
且
要
』
一
・
四
九
貫
多
聞
)
。
ま
た
私
有
林
に
た
い
し

て
枠
利
関
護
i
i
i
本
材
搬
出
唱
と
り
つ
方
向
を
め

f
し
た
こ
1c
は、

森
梓
性
改
正
の
理
論
的
な
基
礎
に
な
ワ
た
ホ
多
静
六
(
『
靖
訂
林

① 

出
事
』
)
、
川
湖
善
大
郎
(
『
梓
肱
要
論
』
)
の
所
論
拘
よ
刊
日
林
業
共

同
施
設
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
工
う
に
な
っ
た
隅
林
誼
が
大
部
分

を
占
め
た
た
と
か

ι知
る
と
ー
と
が
で
き
る
。

詳
し
〈
は
別
稿
「
寄
生
地
主
制
の
成
立
と
人
宮
地
」
を
参
照
さ
れ

た
い
。

島
田
錦
誠
前
提
書
四
七
六
回
七
八
頁
参
照
。

公
有
林
野
統
一
が
金
〈
名
目
置
け
の
も
の
に
終
っ
た
倒
に
つ
い
て

は
拙
稿
「
佐
有
林
拙
一
の
宮
輯
に
閲
す
る
一
考
察
」
(
『
担
済
前
叢
」

七
三
径
四
鵠
)
お
よ
び
「
京
都
府
情
…
川
村
賞
間
調
査
報
告
」

(
林
野
臆
『
山
村
経
済
調
査
報
告
書
』
部
落
有
林
矯
第
五
巻
)
を

参
照
さ
れ
た
い
。

①⑦  

公
有
林
野
統
一
政
策
は
、
絶
封
主
義
天
皇
制
が
確
立
し
て
は
じ
め
て
行
出
す
己
と
の
で
き
た
も
白
て
あ
る
。
官
#
落
担
制
の
も
と
に
お

い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
豪
農

E
商
」
が
ま
だ
農
民
一
般
と
と
も
に
政
府
民
反
抗
し
て
い
る
段
階
に
お
い
て
も
不
可
能
な
こ
と
で

あ
る
。
「
豪
農
巨
商
」
が
政
府
の
庇
護
主
求
め
、
絶
針
主
義
天
皇
制
の
階
級
的
基
礎
に
な
る
よ
う
に
友
一
ツ
て
入
脅
地
の
役
割
が
愛
化
し
、

こ
の
援
化
が
入
舎
地
の
最
後
ま
で
残
っ
た
部
分
て
あ
る
部
落
有
林
野
ま
で
を
遺
林
白
謝
象
と
し
て
統
一
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

公
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
紹
針
主
義
的
経
酔
政
策
の
特
質

第
七
十
五
巻

ブL

第
四
強



品
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
結
針
主
義
的
経
博
政
策
の
特
質

串
七
十
王
春

O 

第
四
世

モ
己
て
公
有
林
野
統
一
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
原
因
主
知
る
た
め
に
は
、
明
治
継
新
士
聞
に
し

τ村
持
入
曾
地
|
部
落
有
林
野

の
果
す
枇
曾
的

1
経
済
的
意
義
が
ど
の
よ
う
に
慶
化
し
た
か
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
治
維
新
以
前
、
す
な
わ
ち
徳
川
封
建
武
舎
に
お
い
℃
は
、
基
本
的
な
階
級
封
立
は
、
武
士
階
級
と
り
わ
け
幕
藩
領
主
と
農
民
階
級

と
白
針
立
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
乙
の
関
係
は
、
領
主
が
本
百
姓
か
ら
徴
牧
す
る
生
産
物
地
代
、
一
般
に
は
貢
租
米
陀
よ
っ
て
支
え

b

れ
て
い
円
た
。
封
建
的
領
有
封
建
地
代
徴
牧
は
米
白
牧
穫
量
を
基
準
と
し
た
右
高
制
・
右
盛
制
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
己
白
石
高
を
決

す
る
高
入
は
、
遁
常
本
同
州
に
た
い
し
℃
行
わ
れ
、
入
A

宮
地
に
た
い
し
℃
は
行
わ
れ
て
加
な
か
っ
た
。
士
た
課
税
率
も
本
田
畑
と
入
舎

地
と
で
は
格
段
の
差
異
が
あ
り
、
課
税
白
基
礎
を
な
す
検
地
自
身
入
曾
地
に
た
い
し
て
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

b
c
入
曾
地
は
徳

川
封
建
制
を
支
え
る
基
本
的
な
も
白
て
は
な
く
、
副
次
的
な
、
貢
租
の
徴
牧
を
補
う
も
の
と
考
え

b
れ
亡
い
た
。
こ
の
貢
租
の
徴
牧
を

補
う
役
割
を
入
曾
地
は
二
づ
白
面
て
行
っ
て
い
た
。
ま
ず
入
曾
地
は
、
貢
租
が
「
搾
れ
ば
搾
る
ほ
ど
出
る
も
白
」
と
さ
れ
て
い
る
友
か

で
、
農
民
白
生
活
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
n

貢
租
を
て
古
る
だ
け
取
り
た

τょ
う
と

F
る
領
主
D
要
求
は
農
民
を
自
然
経
済
に
閉
じ

こ
め
て
お
こ
う
と
す
る
。
モ
し
て
、
農
民
は
、
そ
自
生
活
に
必
要
な
多
く
の
も
の
士
ζ

の
入
曾
地
に
求
め
た
。
家
屋
に
必
要
な
用
材
・

萱
、
農
耕
に
必
要
な
肥
草
・
飼
料
、
食
用
に
す
る
木
の
賓
・
山
茶
な
ど
を
え
亡
い
だ
。
ま
た
そ
の
一
部
に
焼
畑
を
行
っ
た
。
貢
粗
自
主

座
の
な
か
て
農
民
が
「
生
き
る
よ
う
に
」
て
は
な
く
℃
も
「
死
一
志
向
上
う
に
」
ず
る
こ
と
が
さ
さ
た
の
は
入
倉
地
が
存
在
し
て
い
た
か

ら
で
あ
っ
た
の
つ
ぎ
に
、
入
曾
地
に
た
い
す
る
領
主
の
統
制
が
巌
L
h
も
の
ご
た
く
、
農
民
た
ち
白
自
治
的
な
管
理
・
利
用
に
ゆ
だ
わ

b
れ
て
い
る
己
と
が
、
別
の
面
か
ら
、
貢
租
の
徴
牧
を
助
け
る
己
と
に
な
っ
た
。
入
舎
地
は
、
本
百
姓
か
ら
な
る
百
姓
寄
合
白
討
議
て

き
め

b
れ
る
村
定
に
し
た
が
っ
て
管
理
さ
れ
た
。
入
舎
地
の
利
用
も
己
の
村
定
に
し
た
が
っ
て
の
み
許
さ
れ
た
。
村
定
に
反
す
る
者
は

村
に
お
い
て
虚
罰
す
る
己
と
が
で
を
た
。
入
品
目
地
の
利
用
か
ら
排
除
き
れ
る
こ
と
は
、
モ
の
ま
ま
生
活
D
破
減
を
窓
味
ナ
る
か

b
て
あ



る
o

と
己
ろ
で
、
貢
租
白
徴
牧
は
本
百
姓
か

b
濯
ば
れ
た
村
役
人
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
。
村
役
人
は
貢
租
を
納
め
な
い
よ
う
在
、
村
の

利
錠
に
反
す
る
者
は
村
定
に
よ
っ
て
罰
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
貢
租
は
入
倉
地
金
利
用
し
生
活
を
維
持
す
る
た
め
陀
も
ど
う
し
て
も
納

め
左
け
れ
ば
な
ら
な
か
フ
た
。

こ
の
よ
う
に
入
曾
地
は
徳
川
封
建
枇
舎
の
基
木
的
な
階
級
樹
立
で
あ
る
領
主
劉
農
民
の
闘
係
主
支
え
る
た
め
に
は
副
次
的
な
も
白
て

あ
り
、
い
わ
ば
安
全
排
の
役
割
を
果
す
も
の
ご
あ
ヲ
た
。
し
か
し
、
己
の
入
舎
地
は
、
徳
川
封
建
祉
舎
に
お
い
て
は
副
次
的
た
階
級
針

立
て
あ
る
農
民
間
の
高
持
百
姓
劃
水
呑
百
姓
D
関
係
を
維
持
す
る
よ
陀
は
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
。
村
定
を
き
め
、
き
め

b
れ
た
村

定
に
し
た
が
っ
て
入
脅
地
を
管
理

F
る
の
は
高
持
百
姓
て
あ
フ
た
。
水
署
百
姓
は
、
高
持
百
姓
に
し
た
が
っ
て
い
て
の
み
入
舎
地
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か

b
、
幕
落
領
主
的
土
地
所
有
の
も
と
に
あ
っ

τ、
己
の
土
地
所
有
に
た
い
す
る
い
わ
ば
中
間
的

搾
取
関
係
と
し
て
形
成
さ
れ
た
地
主
酌
土
地
所
有
が
封
建
地
代
を
搾
取
す
る
己
と
が
て
き
た
白
て
あ
る
。

徳
川
封
建
一
昨
曾
に
お
い
て
己
臼
よ
う
な
役
割
在
来
し
た
入
舎
地
は
絶
勤
主
義
天
皇
制
の
確
立

l
寄
生
地
主
制
の
成
立
に
よ
っ
て
ま
つ

た
く
臭
っ
た
も
の
に
な
ワ
た
。

絶
謝
主
義
天
皇
制
の
基
本
的
社
階
級
謝
立
は
、
省
生
地
主
と
小
作
農
民
と
の
間
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
高
卒
小
作
料
が
己
D
矛
盾
・

封
立
の
経
済
的
範
曙
と
し
て
存
在
し

τ
H
た
。
と
乙
ろ
で
、
こ
の
出
回
生
地
主
的
土
地
所
有
制
は
、
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有
の
な
か
で
、

中
間
的
搾
取
関
係
と
し

τ形
成
さ
れ
た
も
の
を
も
と
に
し
て
成
立
し
、
ま
た
小
作
料
は
徳
川
時
代
白
小
作
料
を
モ
白
ま
ま
う
け
つ
い
だ

封
建
的
な
も
白
で
あ
る
。
し
か
し
乙
の
地
主
的
土
地
所
有
制
は
、
徳
川
時
代
白
地
主
的
土
地
所
有
と
は
閣
制
的
に
異
っ
た
も
白
て
あ
る
。

徳
川
時
代
に
お
い
て
は
幕
藩
領
主
的
土
地
所
有
が
世
帯
闘
を
規
制
し
、
こ
れ
に
寄
生
す
る
形
て
地
主
的
土
地
所
有
が
存
在
し
た
。
そ
れ
に

た
い
し
て
、
明
治
に
た
っ
て
成
長
し
た
地
主
的
土
地
所
有
制
は
祉
曾
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
高
額
小
作
料
と
低
賃
金
と
の

丘
町
有
林
野
統
一
に
現
れ
も
r
紹
針
主
義
的
経
稗
政
策
の
特
質

第
七
十
五
巻

第
四
毅

ー



公
有
林
野
紘
一
に
現
れ
た
紹
封
主
義
的
根
持
政
策
の
特
質

第
七
十
五
巻

= 

一

第
四
揖

四

相
互
規
定
と
い
う
関
係
に
よ
ツ
て
己
の
土
地
所
有
白
上
に
成
立
し
た
産
業
資
本
に
低
賃
金
労
働
力
量
供
給
し
う
る
ほ
ど
に
、
日
本
農
業

を
庚
般
に
把
握
す
る
に
H
た
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し

τ、
乙
の
守
生
地
主
と
小
作
人
と
の
関
係
は
、
い
ま
で
は
園
家
権
力
に
よ

っ
て
支
え

b
札
て
い
る
。
封
建
地
代
の
重
監
に
た
悼
す
る
安
全
婦
と
し
て
の
入
舎
地
の
役
割
は
減
殺
し
た
。
も
ち
ろ
が
、
貢
租
が
小
作

料
に
代
ヲ
て
も
、
モ
の
い
ず
れ
も
が
、
剰
徐
労
働
D

一
般
的
支
配
的
た
表
現
で
あ
る
封
建
地
代
て
あ
る
か
ぎ
り
、
農
民
白
生
活
は
、
と

も
す
れ
ば
「
死
念
ぬ
よ
う
に
」
す
る
一
線
を
も
越
え
か
ね
な
い
。
し
か
し
こ
む
よ
う
な
農
民
に
た
H
し
亡
、
辛
一
の
生
活
を
補
う
も
の
と
し

て
人
舎
地
主
興
え
る
よ
り
は
、
同
宮
倒
力
を
提
供
し
て
低
康
志
賃
金
を
え
る
道
を
と
ら
せ
る
方
が
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
制
の
上
に
護
展

さ
せ
在
け
れ
ば
段
、
b
悲
い
資
本
主
義
的
諸
闘
係
の
た
め
に
有
利
だ
と
考
え

b
れ
た
。
そ
れ
に
、
入
曾
地
は
、
も
は
干
、
そ
れ
だ
け
で
農

民
白
生
活
白
補
い
に
な
る
に
は
徐
り
に
も
削
り
取
b
れ
て
狭
〈
左
り
温
ぎ
て
い
た
。
ま
た
、
入
曾
地
を
物
的
基
礎
に
す
る
農
村
共
同
臆

は
、
徳
川
時
代
の
地
主
的
土
地
所
有
に
と
っ
て
は
封
建
地
代
主
確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
献
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
后
の
日
本
農
業

を
庚
般
に
把
握
す
る
地
主
的
主
地
所
有
制
に
と
っ
て
は
モ
れ
ほ
ど
有
盆
た
も
白
て
は
た
く
、
さ

b
k
、
地
主
的
土
地
所
有
の
上
に
護
展

す
る
資
本
主
義
的
諸
闘
係
に
と
っ
て
は
、
奮
い
農
村
共
同
糧
生
単
位
に
ナ
る
圏
結
|
部
落
割
擦
の
打
破
E
モ
が
撃
ま
し
い
も
む
で
あ
っ

た。
武
士
と
農
民
と
白
封
立
か

b
寄
生
地
主
と
小
作
人
と
の
艶
立
へ
と
い
う
祉
曾
の
基
本
的
な
階
級
封
立
D
費
化
、
貢
粗
か
ら
小
作
料
へ

と
い
う
封
建
地
代
の
形
態
の
慶
佑
は
、
入
曾
地
の
は
た
す
祉
曾
的

1
経
済
的
な
意
義
を
異
っ
た
も
の
に
し
た
。
入
品
開
地
白
は
た
す
意
義

白
こ
の
よ
う
な
縫
佑
が
、
木
材
資
源
供
給
の
場
と
し
て
部
落
有
林
野
を
眺
め
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
公
有
林
野
の
統
一
を
行
わ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
白
て
あ
る
。
公
有
林
野
統
一
政
策
を
開
始
さ
せ
た
経
済
的
な
基
礎
は
己
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
と
白
か
ぎ
り
ど
は
、

林
利
関
裂
と
い
う
資
本
主
義
的
諸
関
係
自
要
請
に
臨
じ
た
こ
白
政
策
は
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
制
の
さ
ま
た
げ
に
は
た
b
た
か
っ
た
。



む
し
ろ
、

λ
曾
地

ω経
済
的
危
債
値
が
増
進
し
、
乙
れ
が
町
村
基
本
財
産
に
な
っ

τ、
寄
生
地
主
白
課
税
を
低
減
せ
し
め
る
と
い
う
鮪

て
は
、
寄
生
地
主
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
空
こ
と
で
あ
ワ
た
。
公
有
林
野
統
一
が
無
償
無
保
件
統
一
と
い
う
徹
底
し
た
方
針
て
勢
よ
く

開
始
さ
れ
た
日
は
乙
白
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が

b
己
の
よ
う
に
し
て
開
始
さ
れ
た
、
公
有
林
野
統
一
政
策
は
、
開
始
早
々
に
し
て
λ

ム

l
ズ
な
展
開
を
さ
ま
た
げ
ら
れ

る
己
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
寄
生
地
主
に
局
率
小
作
料
を
牧
奪
さ
れ
て
い
る
農
民
広
よ
る
抵
抗
が
あ
っ
た
。

買
租
か
ら
小
作
料
に
か
わ
っ
て
も
、
い
刊
せ
ん
と
し
て
春
在
す
る
封
建
地
代
は
、
農
民
が
自
然
経
済
を
枕
却
す
る
D
を
妨
げ
て
い
る
。

ま
だ
農
家
の
大
部
分
は
、
田
畑
に
入
れ
る
肥
草
、
家
畜
に
興
え
る
飼
料
、
屋
根
に
茸
く
萱
な
ど
を
部
落
有
林
野

l
入
倉
地
か

b
え
て
い

た
。
ま
た
、
モ
こ
に
生
え
る
わ

b
び
、
一
せ
ん
ま
い
、
ふ
き
、
さ
ん
し
上
う
、
自
然
著
、
告
の
こ
在
ど
は
、
家
計
を
補
う
た
め
に
左
く
て

は
な
ら
な
い
現
金
状
入
棋
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
己

ω入
曾
地
は
、
地
主
的
土
地
所
有
制
確
立
白
犠
牲
に
さ
れ
て
、
狭
小
に
な
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
農
家
に
た
い
す
る
こ
の
さ
り
つ
め
ら
れ
た
入
曾
地
白
重
要
性
は
、
減
少
す
る
ど
己
ろ
か
、
か
え
っ
て
増
大
し
℃
い
る
と

己
ろ
も
あ
る
く
ら
h
て
あ
る
。
入
曾
地
の
管
理
は
部
落
に
よ
っ
て
極
め
て
巌
重
に
行
わ
れ
、

「
山
D
口
開
け
」
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
探

草
が
許
さ
れ
、
使
用
器
具
も
採
草
に
は
銀
、
新
刈
に
は
詑
ま
た
は
鎌
に
限
ら
れ
、
採
草
量
も
一
日
一
人
一
荷
と
い
ワ
た
よ
う
な
、
部
落

の
保
件
に
隆
じ
た
種
々
白
制
限
が
行
わ
れ
て
い
た
。
火
入
の
慣
行
主
維
持
し

τ
い
る
所
も
少
く
た
か
っ
た
。
部
落
有
林
野
に
禿
山
が
多

い
と
h
わ
れ
た
の
も
、
決
し
て
放
置
さ
れ
て
い
ド
た
か

b
て
は
な
く
℃
、
む
か
し
た
が
ら
一
ω慣
行
に
し
た
が
っ
℃
巌
亘
に
管
理
さ
れ
て
い

た
か
ら
て
あ
い
o

乙
の
部
落
有
林
野
が
町
村
有
に
統
一
さ
れ

τ部
落
民
白
自
由
に
な

b
ず
、
ま
た
モ
こ
に
た
悼
す
る
入
曾
樫
が
整
理
さ

れ
る
と
と
は
、
こ
れ
ら
の
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
公
有
林
野
統
一
一
政
策
に
た
悼
す
る
反
抗
が
、
己
れ
b
農
民
、
と
く

時
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
栢
封
主
義
的
経
神
政
策
目
特
質

第
七
十
五
巻

第
四
境

王



公
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
粍
針
主
義
的
経
済
政
策
の
特
質

第
七
十
五
巻

四

第
四
按

プて

に
小
作
・
貧
血
提
居
を
原
動
力
に
し
て
行
わ
れ
た
の
は
嘗
然
て
あ
る
。
そ
し
て
、
己
の
反
抗
は
、
車
に
部
落
有
林
野
を
維
持
す
る
と
い
う

段
階
か
ら
褒
展
し
て
、
農
民
主
自
然
経
済
院
縛
り
つ
け
て
?
の
高
率
小
作
料
|
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
闘
争
に

む
か
う
芽
を
も
つ
も
の
で
あ
一
る
。

長
野
間
棚
上
伊
那
郡
喬
木
村
で
行
わ
が
た
氏
葉
山
を
め
ぐ
る
斗
宰
は
、
こ
の
部
落
有
科
目
維
持
か
ら
瑳
麗
し
て
、
絶
劉
主
義
の
専
制
政
治
そ
の
も
の
に

ま
で
た
ち
む
か
つ
た
最
も
よ
い
例
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
村
民
大
宮
の
麓
明
害
に
は
弐
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

「
見
よ
?
各
村
自
治
陸
に
お
け
る
共
有
山
崎
の
管
理
鹿
分
が
、
い
か
に
少
数
有
産
者
む
た
め
に
濁
占
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
、
い
か
に
牧
盆
を
村
積

に
移
譲
す
る
こ
去
に
よ
っ
て
、
村
琉
負
権
者
の
多
寡
に
よ
る
所
有
構
の
不
平
等
無
彊
者
の
利
径
の
牧
奪
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
司
氏
栗
山
こ
そ
は
、

こ
の
最
も
大
な
Z
一
つ
で
あ
る
。
問
題
は
部
落
民
家
が
、
ぞ
白
唯
-
E
生
活
手
段
目
一
一
却
の
収
奪
に
よ
っ
て
、
死
を
強
要
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
村

首
局
、
有
力
者
の
能
度
が
、
こ
こ
に
そ
の
木
質
を
露
呈
L
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
統
一
政
策
に
た
い
す
る
民
衆
の
反
抗
に
外
な
ら
な
い
。

問
題
が
、
統
一
政
策
と
の
抗
争
で
島
る
か
ぎ
り
、
一
氏
栗
山
、
和
知
部
落
の
問
題
で
な
く
査
図
の
民
家
罰
事
制
政
治
の
政
策
と
、
村
宥
力
者
階
級
と
の

問
題
で
あ
弘
」
。

そ
し
て
、
こ
の
公
有
林
野
統
一
一
民
謝
は
、
中
小
地
主
を
も
参
加
さ
せ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
彼
等
は
農
村
共
同
悼
の
存
在
を
、
ま

だ
多
分
に
必
要
と
し
て
い
る
。
古

b
に
、
造
林
し
た
土
地
か
ら
利
盆
が
え
ら
れ
る
Z
う
に
な
る
ま
て
に
は
少
く
と
も
三

O
年
の
年
月
を

要
す
る
υ

公
有
林
野
統
一
は
年
々
探
取
し
て
い
た
生
草
な
ど
の
犠
牲
を
駄
わ
ず

=δ
年
後
の
利
益
を
待
つ
己
と
の
て
き
る
者
に
と
っ

τ

の
み
は
じ
め
て
藍
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
林
業
の
特
異
性
が
中
小
地
主
の
公
有
林
統
一
反
封
蓮
動
に
同
調
す
る
可
能
性
に
油
を
注

ぐ
こ
と
に
な
る
。
入
曾
地
の
早
念
な
解
消
は
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
制
の
外
濠
を
埋
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
も
、
寄

生
地
主
的
土
地
所
有
制
の
上
に
確
立
し
た
産
業
資
本
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
ク
リ
ブ
ー
ト
と
の
針
立
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。



公
有
林
野
の
統
一
に
は
慎
重
を
期
古
た
円
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
乙
己
に
八
公
有
林
野
統
一
が
、
営
初
の
無
償
無
保
件
統
一
の
方
針

を
放
棄
し
三

O
年
心
年
月
を
費
す
と
い
う
漸
進
的
な
方
法
を
と
り
な
が

b
、
な
治
完
迭
で
き
な
か
ワ
た
理
由
が
あ
る

こ
の
よ
う
に
、
公
有
林
野
統
一
政
策
が
開
始
さ
れ
た
動
機
と
、
そ
れ
が
宇
飴
曲
折
を
と
ら
‘
な
け
れ
ば
ー
な
ら
友
か
っ
た
理
由
と
は
、
そ

① 
れ
ぞ
れ
絶
封
主
義
天
皇
制
の
歴
史
的
な
進
歩
性
と
そ
の
限
界
と
を
一
一
示
し
て
い
る
。

①①  

戒
曲
調
宇
『
入
曾
の
研
究
』
第
二
輩
、
第
三
節
「
醤
時
代
租
枯
負

措
の
鞘
象
と
し
て
の
入
官
地
』
参
照
@

同
前

星
埜
憧
民
な
ど
の
よ
う
に
ヰ
封
律
的
士
地
所
有
制
を
「
高
幸
現
物

小
作
料
と
、
そ
の
宜
桂
唱
と
し
て
の
農
村
共
同
値
的
規
制
と
の
統
一

態
唱
と
し
て
担
揖
」
(
『
改
革
後
に
お
け
る
宇
封
建
的
農
業
構
謹
に
つ

① 

い
て
』
商
早
論
集
第
二
一
巻
、
第
二
披
所
載
)
し
よ
う
と
す
る
見

解
か
ら
は
、
と
の
と
と
は
理
解
で
窒
な
い

Q

星
埜
氏
の
主
う
な
宰

封
建
的
土
地
所
有
の
理
僻
は
、
紹
封
主
義
の
経
済
的
基
礎
ー
と
L
て

平
封
建
的
土
地
所
有
制
円
特
珠
陸
且
的
性
椅
を
抹
殺
す
る
も
の
で

あ
る
。

詳
し

ν
例
忙
づ
い
て
は
削
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

産
業
資
本

ω要
請
に
臆
え
て
公
有
林
野
統
一
政
策
が
打
ち
だ
さ
れ
た
白
は
、
徳
川
幕
落
韓
制
か

b
絶
針
主
義
天
皇
制
へ
の
移
行
が
な

絶
叫
副
主
義
天
皇
制
は
、
徳
川
幕
藩
開
制
の
も
と
で
褒
展
す
る
農
民
的
商
品
経
済
が
、
乙
れ
に
封
抗
し
℃
愛
展
す
る
領
主
的
商
品
経
済

を
追
い
越
し
、
封
建
的
危
機
を
激
化
さ
せ
る
ま
て
に
到
っ
た
と
き
に
、
幕
藩
賠
制
に
代
一
ツ
て
出
現
し
た
。
領
主
的
土
地
所
有
は
寄
生
地

主
的
土
地
所
有
制
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
が
、
封
建
地
代
は
、
貢
租
か
ら
小
作
料
へ
と
形
を
挺
え

τ、
依
然
と
し
て
紅
曾
主
規
制
す
る
も
の

と
在
っ
た
。
し
か
し
、
絶
封
主
義
天
皇
制
が
、
徳
川
純
粋
封
建
制
。
も
と
て
裂
展
す
る
プ
ル
d
ョ
ナ
的
登
展
白
ま
え
に
、
封
建
的
権
力

時
有
林
野
統
一
に
現
れ
た
組
封
主
義
的
経
済
政
策
の
特
質

事
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が
、
奮
古
郡
白
政
治
的
潤
制
ゼ
干
っ
て
ゆ
け
怠
く
な
っ
た
と
己
ろ
に
己
れ
に
代
る
も
り
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
と
く
に
そ

白
首
初
に
沿
い
て
こ
の
新
し
い
経
済
関
係
に
あ
る
程
度
ま
で
週
臆
し
、
資
本
主
義
的
南
西
展
を
促
し
た
り
育
て
た
り
す
る
政
策
を
遂
行
し

な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
封
建
的
自
仲
間
経
済
、
交
遁
運
轍
白
地
方
的
な
分
散
、
地
方
的
な
割
譲
と
封
立
、
身
分
的
左
差
別
と
従
属
関

係
を
あ
る
程
度
た
く
し
、
関
民
的
統
一
目
前
提
を
つ
く
り
だ
す
の
は
己
む
た
め
で
あ
る
の
ま
た
、
奮
封
建
的
政
治
関
係
を
破
壊
し
、
圏

内
資
本
主
義
白
護
民
に
よ
っ
て
そ
白
財
政
的
基
礎
全
確
立
す
る
こ
と
に
そ
の
殻
展
D
道
を
見
出
す
の
こ
り
か
ぎ
り
で
歴
史
的
に
み
れ
ば

一
つ
の
進
歩
て
あ
る
o

公
有
林
野
統
一
政
策
白
ス
ロ
ガ
ン
に
は
、
部
落
有
地
を
町
村
有
に
移
す
乙
と
に
よ
っ
て
部
落
割
擦
を
打
破
し
、

町
村
基
本
財
産
を
造
成
し
て
中
央
集
楼
園
家
白
基
礎
を
固
め
る
こ
と
が
か
か
げ
ら
れ
て
H
た
O

L

ま
た
、
か
つ
て
の
入
曾
地
草
山
に
造

林
す
る
乙
と
・
に
よ
っ
て
低
療
な
木
材
資
源
を
確
保
し
、
自
然
経
済
か
ら
商
品
経
済
へ
の
移
行
を
す
す
め
る
な
ど
、
資
本
主
義
的
諮
関
係

の
裂
展
に
即
隠
し
、
こ
れ
を
促
進
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
の

し
か
し
、
絶
封
主
義
国
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
経
済
政
策
が
歴
史
的
K
一
つ
白
進
歩
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
は
、
決
し
て
農
民
の
利
径

の
上
に
政
策
が
措
略
行
さ
れ
る
乙
と
を
意
味
し
な
い
円
。
反
割
に
、
農
民
か
ら
そ
白
狭
小
な
土
地
主
も
取
上
げ
、
そ
う
す
る
己
と
に
よ
っ
て

作
り
だ
さ
れ
た
務
働
力
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
諮
閥
係
D
殻
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
反
農
民
的
在
も
の
て
あ
る
。

「
林
利
開
裂
の
時
代

へ
白
聴
換
」
が
左
さ
れ
る
ま
で
の
政
策
に
よ
ワ
て
、
入
曾
地
の
犠
牲
の
上
に
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
制
白
成
立
が
は
か
ら
れ
た
。
己
の

過
程
て
削
り
取
ら
れ
て
柚
引
く
な
っ
た
入
曾
地
主
も
奪
っ
て
、
資
本
主
義
的
諸
関
係
白
要
請
に
隠
え
よ
う
と
す
る
の
が
公
有
林
野
統
一
政

策
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
町
村
基
本
財
産
の
浩
成
は
、
寄
生
地
主
の
租
税
負
権
主
軽
減
す
る
も
白
て
あ
る
の

し
か
し
、
絶
封
主
義
園
は
、
「
上
か
ら
」
白
費
本
主
義
化
士
は
か
り
、
こ
白
か
ぎ
り
て
封
建
的
生
産
様
式
か

b
資
本
、
ユ
エ
義
的
生
産
様

式
へ
と
い
う
政
策
を
行
う
が
、
モ
白
経
済
的
基
礎
を
た
す
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
に
手
を
つ
け
る
こ
と
は
容
易
て
な
い
。
ま
た
、
結
封



主
義
園
白
遼
行
す
る
経
済
政
策
が
「
上
か
ら
」
の
資
本
主
一
義
化
の
一
一
d
l
ス
を
推
準
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
資
本
主
義
白
念
一
連
在
費

展
を
約
東
す
る
「
下
か
ら
」
の
コ

1
ス
を
抑
座
す
る
も
の
て
あ
る
。
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
主
一
掃
し
、
農
民
の
立
場
か
ら
資
本
主
義

の
念
速
な
設
展
を
は
か
る
農
民

r封
抗
す
る
も
の
一
て
あ
る
。
公
有
林
野
統
一
政
策
も
、
農
民
の
抵
抗
に
事
で
あ
っ
て
、
常
初
の
方
針
の
修

主
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
。
明
阻
封
主
義
が
中
央
集
権
闘
出
棋
を
確
立
す
る
こ
と
に
封
抗
し
て
、
農
民
階
級
も
中
央
集
権
的
た
全
園
組
織
が
作

「
上
か
ら
」
の
費
本
主
義
化
の
ヨ

1
ス
主
も
充
分
に
推
し
進
め

る
。
絶
劃
主
義
閣
は
土
地
政
策
に
到
し
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、

る
己
と
が
て
き
な
か
っ
た
。

と
り
よ
う
に
結
封
主
義
困
白
透
行
ず
る
経
済
政
策
が
、
戎
程
度
、
資
本
主
義
的
諸
関
係
の
一
稜
展
を
促
す
が
、
そ
の
封
建
的
な
本
質
の

た
め
に
、
不
五
分
に
し
か
資
本
主
義
の
強
度
を
推
進
で
き
な
い
と
い
う
特
質
が
、
公
有
林
野
統
-
白
過
程
に
も
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
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